
こんな資料を使って
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岩手県薬剤師会
アンチ・ドーピング委員会作成

啓発資料
＜2018年に啓発資料として作成＞

・一般向け（高校生、選手、指導者）

・小中学生向け

・ショート版（学校保健会等）



学校等における
アンチ･ドーピング活動について

～こんな資料を使って教育･啓発してみませんか！～



今日の目標

• ドーピングって何？

• なぜドーピングはダメなのか。

• 日本でのドーピングの現状。

• うっかりドーピングに注意。

• ドーピングにならないために気を付けること。

小 中



一般向け（高校生、選手、指導者等）



本日のテーマ

1.ドーピングとは

2.ドーピング検査

3.身近な事例から考える

4.困ったときの相談



ドーピングについて



ドーピングとは

競技力を高めるために禁止された物質や方法を用いること。

また、その使用を隠したり、ドーピング検査を拒否するこ

とも違反とされている。

さらに、コーチや監督などの関係者がドーピングを支援し
た場合にも罰せられることがある。

禁止物質や禁止方法は禁止表により定められており、リス
トは毎年改定される。

（世界アンチ･ドーピング規程 The World Anti-Doping Code より解説）

ドーピングは、
「ずる」くて、「危険」な行為です！



なぜ、ドーピングがいけないのか？

◯ 競技者の健康を害する
・どんな薬でも副作用（好ましくない作用）が起こる可能性がある。

・薬は、使い方を間違えると健康被害が出ることがある。

（ドーピングが原因で、後遺症に悩む事例や生命そのものを失っ

た事例も報告されている）

◯ フェアプレーの精神に反する
・スポーツは、ルールに基づき行うからこそ価値がある。

ルールに基づかない場合は、もはやスポーツではない。

◯ 反社会的行為
・選手がドーピングをすることによって、その競技自体の価値が

失われてしまう。



ドーピング違反になるどうなるの？

【世界ドーピング防止規程の罰則】

１．ドーピング違反が発生した競技大会

⇒ メダル･得点･賞の剥奪を含む個人成績の失効

２．禁止物質及び禁止方法の違反

（存在･使用･使用の企て･保有）

⇒ 1回目 最高４年間の資格停止

成績はもちろん、それまでの努力が、信頼が、
さらには、周囲の人たちのバックアップなどの多くのものが

失われます



たとえ、ドーピングをするつもりがなくても、
知らずに禁止物質を含む薬を飲んでしまい、
検査で禁止物質が出てしまったら、
ドーピング違反になります!!

これを「うっかりドーピング」といいます！

かぜをひいたから、
試合に備えて、
薬を飲んで
早く治そう…

知らずに飲んだら、
禁止薬がふくまれていた!!

身近なところに落とし穴？

「日本薬剤師会ドーピング防止に関する特別委員会」作成資料一部改変



一般用医薬品
（市販薬）

健康食品、
サプリメント

処方された薬



中学生や高校生でもドーピング違反になるの？

国際大会はもちろん、国民体育大会（国体）を

はじめ多くの主要な国内大会で、ドーピング検査が

実施されています。

岩手県内でも、国体などの国内大会だけでなく、

国際大会に出場する中学生や高校生も増えています。

◯医療機関を受診する際は、競技者であることを忘れずに伝えてください。

◯薬やサプリメントを購入する前に薬剤師に相談してください。

◯「飲んでしまった」時は、すぐに指導者に相談して下さい。



資料請求は
岩手県薬剤師会
事務局まで

お知らせ下さい！
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• このスライドは、薬剤師が小学校5年生～中学生を対
象としたアンチ・ドーピング啓発教育を行う際に活用
するための資材として、公益社団法人日本薬剤師会ア
ンチ・ドーピング委員会が作成したものです。

• 使用する際には、使用できる漢字を学校教員に確認す
るなど、対象者に合わせて加工してください。

• なお、使用者によるスライドの加工は制限しませんが、
使用者の責任において実施してください。

• 加工したスライドに「公益社団法人日本薬剤師会アン
チ・ドーピング委員会」の名称を掲載することはでき
ません（スライドの該当箇所を削除してから使用して
ください）。

• 本資材中のイラストは、
https://www.irasutoya.com/p/faq.html（かわいいフ
リー素材集いらすとや）を使用しています。

https://www.irasutoya.com/p/faq.html
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１. ドーピングってなに？

２. どうしてドーピングはいけないの？

３. ドーピングをしないためには？
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• ドーピングとは、勝つため、強くなるために、くす
りなどを使うこと

ドーピングは、禁止されています！

１. ドーピングってなに？
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• ドーピングは「ずるい」こと！

２. どうしてドーピングはいけないの？

ドーピングは
自分だけズルをして
勝とうとすること！

例えば、かけっこで
幼稚園の子どもたちに
勝って、
うれしいですか？
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• ドーピングは選手の努力をだいなしにしてし
まいます！

メダルが
ぼっしゅうされ、

記録も
消されてしまう

ドーピングをす
ると出場停止！
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心臓に負担が
かかる気持ちが悪

くなる

• ドーピングは身体をこわしてしまいます！

選手をやめ
てからも
病気になる
ことがある

命にかかわる
こともある
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・ドーピングをしないことはカッコいい！

ドーピングをして勝つ
ことはカッコいい？

一生懸命練習して
取った

金メダルは
嬉しいですよね。

正々堂々
やることの方が
かっこいいな！
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「薬剤師のためのアンチ・ドーピング
ガイドブック」の使い方事例集

公益社団法人 日本薬剤師会

アンチ・ドーピング委員会
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構成

◆「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」について
このガイドブックに書いてあること
ガイドブックの使い方

◆事例
照会が多い事例（咳・喘息①）
照会が多い事例（咳・喘息②）
照会が多い事例（咳・喘息③）
照会が多い事例（高血圧）
照会が多い事例（糖尿病）
照会が多い事例（点滴）
照会が多い事例（静脈注射）
照会が多い事例（麻酔・補綴剤）
一般用医薬品の相談（頭痛）
一般用医薬品の相談（痔疾）
競技種目の確認

◆監視プログラム



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 26

常に禁止される物質と方法
（競技会（時）および競技会外）

[禁止物質]

S0. 無承認物質

S1. 蛋白同化薬

S2. ペプチドホルモン、成長因子、関連物質

および模倣物質

S3. ベータ2作用薬

S4. ホルモン調節薬および代謝調節薬

S5. 利尿薬と隠蔽薬

［禁止方法］

M1. 血液および血液成分の操作

M2. 化学的および物理的操作

M3. 遺伝子および細胞ドーピング

競技会検査で禁止される
物質と方法

[禁止物質]

S6. 興奮薬

a. 特定物質でない興奮薬

b. 特定物質である興奮薬

S7. 麻薬

S8. カンナビノイド

S9. 糖質コルチコイド

特定競技において禁止される物質

P1. ベータ遮断薬

2020年禁止表国際基準
2020年 1 月 1 日発効

S1、S2、S4.4、S4.5、S6.a、M1、M2、M3以外は「特定物質」
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「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」
について

• WADA禁止表（毎年改訂）掲載のドーピング禁
止物質の作用と医薬品例

• 特に気をつけたい市販の要指導医薬品・一般用
医薬品と健康食品・サプリメント

• 使用可能薬リスト（一般用医薬品１９薬効群）
• 使用可能薬リスト（医療用医薬品３８薬効群）

• 薬剤師会アンチ・ドーピングホットライン

薬局店頭に置いておけば、常時使用できます

このガイドブックに書いてあること
黄色のページは、発行年のWADA禁止表と禁止医薬品の例、特に気をつ
けたい一般用医薬品（禁止薬物を含む製品）などが掲載されている。
ここには禁止医薬品が掲載されているので、間違えないように注意する。

黄色の
ページ

白色の
ページ



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 28

ガイドブックの使い方
医薬品が使用可能か判断するには

掲載がある

索引で成分名や販売名を探す

掲載がない

不明点がある場合、安易な判断はしない

禁止物質に該当しないかを
禁止表で確認する

該当する医薬品の「はじめに」
を読む
※要指導・一般用医薬品と医療用医薬品の
それぞれに記載されている。

わからない場合は、
薬剤師会ホットラインに確認する薬効群別の（注意）を読み、

〈使用可能薬例〉の表中から
成分名や販売名を確認する

全使用可能薬を
掲載しているの
ではない

掲載がないから
「使用可能薬ではない」
ということではない
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夜間、救急外来を受診した患者。

投薬中に「国体で来ていて明日試合なんです・・・」と言
われました。

• 22才 男性

•競技：陸上

•症状：咳

＜処方＞

アドエア250ディスカス

メプチンエアー10μg

事例 照会が多い事例（咳・喘息①）
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ページ数は「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」2019年版
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ベータ２作用薬のうち、以下は除かれます。
（通常の治療の範囲で使用する場合）

吸入サルブタモール
吸入ホルモテロール
吸入サルメテロール

糖質コルチコイドの吸入使用は禁止されません
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事例 照会が多い事例（咳・喘息②）

【クリニック医師より】

咳症状が続くため、咳止めの内服もしくは気管支拡張剤
のテープ等の処方を考えているが、ドーピングに該当し
ない薬剤の選定をお願いしたい

•２０歳代：女子

•競技：テニス

•病状：咳症状
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ツロブテロールテープは禁止物質に該当
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内服の気管支拡張薬であれば、β作動薬以外を推奨
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事例 照会が多い事例（咳・喘息③）

【クリニック医師より】

国体出場選手が咳の症状が続き受診している。アストミ
ン錠を処方しようと思うが、禁止物質に該当しないか？

• 1８歳代 男性

• 競技：陸上

• 症状：咳・痰

＜処方＞

アストミン錠
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ページ数は「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」2019年版
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事例 照会が多い事例（咳・高血圧）

今度の国体メンバーに選出されました。血圧の薬を2種
類服用していますが禁止物質は含まれているでしょう
か？

• 4０歳代：男性

• 競技：ボウリング

• 病状：高血圧症

＜処方＞

エカード錠LD

アムロジピン錠5㎎



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 42

配合剤には注意！

これらのカテゴリーの薬剤は使用可能
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事例 照会が多い事例（痛風）

毎年、国体に出場する痛風・高尿酸血症の患者。

痛風の薬はすべて禁止されていますか？

• 52才 男性

•競技：剣道

•疾患名：痛風・高尿酸血症

＜処方＞

ユリノーム（ベンズブロマロン）

ウラリット配合錠（クエン酸カリウム、クエン酸ナトリ
ウム水和物）
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ページ数は「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」2019年版
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ページ数は「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」2019年版
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痛風の薬が禁止ではなく、プロベネシドが禁止！

プロベネシドは種々の薬物の尿中排泄に影
響を与えます。

そのため、フロセミドなどの利尿薬と同様、
隠蔽薬とみなされ、

「Ｓ5.利尿薬および隠蔽薬」として、常時
禁止物質とされています。



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 50

事例 照会が多い事例（糖尿病）

毎年、国体に出場する糖尿病の患者。

糖尿病の薬はすべて禁止されていますか？

• 36才 男性

•競技：柔道

•疾患名：2型糖尿病

＜処方＞

速効型インスリン

持続型溶解インスリン
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注射薬でも、GLP-1受容体作動薬は使用可能
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インスリンの使用はＴＵＥ申請が必要！

1型糖尿病および経口糖尿病薬でコント
ロールできない2型糖尿病の治療ではイン
スリンが使われます。

その場合は、事前にＴＵＥ申請が必要に
なります。
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事例 照会が多い事例（点滴）

国体選手が、熱中症のような症状で競技場近くの医療機
関を受診。担当医より、点滴静注してよいか確認あり。

•総合病院 許可病床数250床

• 10歳代 女性

•競技：陸上

•症状：発熱・嘔吐

＜処方＞

ソリタ-T1輸液500mL
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注射剤を使用する
施設の形態は

クリニック等
無床の施設

総量で100ｍL/12ｈｒを
超える投与か

病院等
有床の施設

静脈注射
である

下記のツールで検索
１．薬剤師のためのアンチ
ドーピングガイドブック
２．Global DRO

超えない超える

禁止方法



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 57

問い合わせ対応手順
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Global DROでの検索
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Global DROでの検索
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Global DROでの検索
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Global DROでの検索



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 62

•禁止物質を含まなくても、静脈内注入および/
または静脈内注射で、12 時間あたり100mLを
超える場合は禁止

•但し、入院設備を有する医療機関での治療およ
びその受診過程、外科手術、又は臨床検査のそ
れぞれの過程において正当に受ける場合は除く。

禁止物質を含まなくても、
禁止方法に該当することは禁止！
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事例 照会が多い事例（静脈注射）

国体選手が、腹痛を訴え競技場近くの医療機関を受診。
医師より、抗生剤の注射が必要と診断される。

•クリニック 無床医療機関

• 10歳代 男性

•競技：サッカー

•症状：腹痛
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注射剤を使用する
施設の形態は

クリニック等
無床の施設

総量で100ｍL/12ｈｒを
超える投与か

病院等
有床の施設

静脈注射
である

下記のツールで検索
１．薬剤師のためのアンチ
ドーピングガイドブック
２．Global DRO

超えない超える

禁止方法



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 65
ページ数は「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」2019年版
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緊急時は人命を優先！

•遡及的TUE申請

•遡及的申請（緊急治療）の場合は、必ず理由を
選択する

•救急治療または急性疾患の治療が必要であった

•他の例外的な事情のために、検体採取の前に、競
技者がTUEの申請を提出するための十分な時間ま
たは機会がなかった
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事例 照会が多い事例（麻酔・補綴（ほてつ）剤）

歯の詰め物がとれてしまい治療をする予定です。処置する
のに麻酔をするといわれていますが、詰め物と麻酔を実施
しても大丈夫でしょうか？

３０才 女性

•競技：なぎなた

•症状：無し

＜使用薬剤等＞

歯科用キシロカイン

クリアフィルDCコア（コンポジットレジン）
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コンポジットレジン⇒成分はプラスチック
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歯科用キシロカインにはエピネフリンが
含有されているが、禁止されない。
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事例 一般用医薬品の相談（頭痛）

薬局店頭で

「国体に出場する選手です。いつも飲んでいる薬を今日
は持ってくるのを忘れました。何か良いものはありませ
んか」

• 30歳代：男性

•競技：射撃

•主な症状：頭痛、肩こり

•いつも飲んでいる薬：OTCの葛根湯
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葛根湯
○○製薬

葛根湯の成分

☓

漢方薬なら大丈夫だろう？はＮＧ

• 葛根

• 麻黄

• 桂枝

• 芍薬

• 生姜

• 大棗

• 甘草

エフェドリン類
を含んでいます。
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事例 一般用医薬品の相談（痔疾）

薬局に来局されたお客様。

おしりにいたみがあり、排便の時、出血もあります。

痔だと思うのですが、何か良い薬はありませんか？

• 22才 男性

• 競技：陸上

• 症状：お尻の痛み、出血

＜薬局にある一般用医薬品＞

ボラギノールA注入軟膏

ボラギノールM軟膏／M坐剤（天藤製薬）

プリザエース軟膏 プリザエース注入軟膏 T（大正製薬）
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成分をチェック！！

ボラギノールA注入軟膏 プリザエース注入軟膏T

プレドニゾロン酢酸エステル（S9) ヒドロコルチゾン酢酸エステル（S9)

リドカイン 塩酸テトラヒドロゾリン（S6)

アラントイン リドカイン

アラントイン

トコフェロール酢酸エステル

クロルヘキシジン塩酸塩

l-メントール

ビタミンE酢酸エステル
（トコフェロール酢酸エステル）

S9.糖質コルチコイドS6.興奮薬イミダゾール誘導体の血管収縮剤
は局所使用が認められているが経直腸使用は禁止
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投与方法をチェック！！

S9.糖質コルチコイドS6.興奮薬イミダゾール誘導体の血管収縮剤
は局所使用が認められているが経直腸使用は禁止

プリザエース注入軟膏T プリザエース軟膏

ヒドロコルチゾン酢酸エステル（S9) ヒドロコルチゾン酢酸エステル（S9)

塩酸テトラヒドロゾリン（S6) 塩酸テトラヒドロゾリン（S6)

リドカイン リドカイン

アラントイン アラントイン

トコフェロール酢酸エステル トコフェロール酢酸エステル

クロルヘキシジン塩酸塩 クロルヘキシジン塩酸塩

l-メントール l-メントール

クロルフェニラミンマレイン酸塩
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一般用医薬品はTUE申請できません！

自分で選択して使用する一般用医薬品（OTC医
薬品）は医師の処方による医療用医薬品と違い、
治療使用特例（TUE）は認められません。

意図しないドーピング（いわゆる「うっかり
ドーピング」）にならないように、より注意し
て使用する必要があります。
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事例 競技種目の確認

急に国体に出場することになったアーチェリーの選手が

慢性疾患（高血圧）で服用しているお薬について、

アンチ・ドーピング規則違反にならないか尋ねてきました。

55才：男性

競技：アーチェリー

症状：高血圧

内服薬：テノーミン錠50（アテノロール）

選手が禁止物質について尋ねてきたとき競技種目を確認す
るのはなぜでしょう？
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グローバルDROで調べてみると・・・
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競技がゴルフだったら・・・？



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 87



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 88

競技がテニスだったら・・・？
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特定競技において禁止される物質
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ベータ遮断薬の禁止医薬品例
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監視プログラム
禁止表に掲載されてはいないが、スポーツにおける濫用

のパターンを把握するために監視することを望む物質。

1. 蛋白同化薬：競技会および競技会外：エクジステロン

2. ベータ2作用薬:競技会および競技会外：ベータ2作用薬同士の組合
せ

3. 2-エチルスルファニル-1H-ベンゾイミダゾール(ベミチル)：競技会
および競技会外

4. 興奮薬：競技会時のみ：ブプロピオン、カフェイン、ニコチン、
フェニレフリン、フェニルプロパノールアミン、ピプラドロール、
シネフリン

5. 麻薬：競技会時のみ：コデイン、ヒドロコドン、トラマドール

6. 糖質コルチコイド：

競技会(経口使用、静脈内使用、筋肉内使用または経直腸使用以外

の投与経路)

競技会外（すべての投与経路）
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監視プログラム

Q. 監視プログラムの物質は禁止されないのですか？

A. 当該年度においては禁止されません。

しかし、メルドニウムのように、2015年は監視プログ
ラムだった物質が2016年に禁止物質となったため違反と
なった事例もあるので、注意してください。

Q. 蛋白同化薬のエクジステロンとは何ですか？

A. エクジステロイドの１つで、変態ホルモン、脱皮ホル
モンとして知られています。ほうれん草などにも少量含
まれ、大量生産されたサプリメントが流通しています。
「ほうれん草は筋肉増強のもと」として有名な漫画があ
りますが、2020年は禁止物質ではありません。


